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一方、歳出については、元金償還金1,148億2,244万9千円、利子償還金163億2,957万1千円等を

計上しました。 

 

 （２）地方独立行政法人三重県立総合医療センター資金貸付特別会計 

 この会計は、地方独立行政法人三重県立総合医療センターが行う建設改良事業等に必要な資金

の貸付と、同センターの借入金に係る償還金、利子等の経費の収支を経理するもので、本年度は

歳入歳出総額17億1,669万6千円を計上しました。 

 歳入については、同センターが過去に借り入れた県債にかかる元利償還金の受入に伴う諸収入

13億4,189万6千円、同センターへ建設改良経費として貸し付けるための県債3億7,480万円を計上

しました。 

 一方、歳出については、建設改良にかかる経費を同センターへ貸し付けるとともに、過去の借

入に係る元利償還金を県債借入先に償還するための費用17億1,669万6千円を計上しました。 

 

 （３）母子及び寡婦福祉資金貸付事業特別会計 

 この会計は、母子家庭や寡婦（配偶者のいない女性で一定の条件を満たす方）に対し、経済的

自立を図るため、各種資金を貸し付ける事業の収支を経理するもので、本年度は、歳入歳出総額 

3億4,129万2千円を計上しました。 

 歳入については、貸付金にかかる元利収入2億7,231万8千円等を計上しました。 

 一方、歳出については、貸付金として3億3,100万円を計上しており、その他は貸付に伴う運営

経費です。 

 

 （４）小児心療センターあすなろ学園事業特別会計 

 この会計は、発達障がい児及び情緒障がい児等の心身の健全な発達を図るために設置された三

重県立小児心療センターあすなろ学園の収支を経理するもので、本年度は、歳入歳出総額10億

2,135万7千円を計上しました。 

 歳入については、児童福祉法に基づく措置児童に係る措置費及び診療収入5,704万円、それ以外

の児童に係る診療収入6億8,877万2千円、一般会計繰入金2億6,162万円等を計上しました。 

 一方、歳出については、職員給与費等の人件費7億3,552万8千円、学園の運営経費として、2億

8,226万1千円等を計上しました。 
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 （５）就農施設等資金貸付事業等特別会計 

 この会計は、新たに農業を開始しようとする青年農業者等が必要とする施設等の導入に係る資

金の貸付事業と、旧農業改良資金助成法等に基づき過去に貸し付けた農業の担い手が農業改良措

置（新たな農業部門の開始、新たな生産方式の開始等）を実施するのに必要な資金の償還金等の

収支を経理するもので、本年度は歳入歳出総額 2億 3,541 万円を計上しました。 

 歳入については、貸付金償還金収入 7,138 万 3 千円、一般会計繰入金 3,274 万円等を計上しま

した。 

 一方、歳出については、就農施設等資金貸付金 1億 2,490 万 2 千円等を計上しました。 

 

 （６）地方卸売市場事業特別会計 

 この会計は、生鮮食料品等の取引の適正化とその生産及び流通の円滑化を図るため開設し、平

成21年度に中央卸売市場から地方卸売市場に転換するとともに、指定管理者制度を導入した三重

県地方卸売市場の収支を経理するもので、本年度は歳入歳出総額2億1,778万9千円を計上しました。 

 歳入については、県債7,300万円、一般会計繰入金1億2,422万3千円等を計上しました。 

 一方、歳出については、市場施設維持管理費1億103万2千円、公債費9,701万6千円等を計上しま

した。 

 

 （７）林業改善資金貸付事業特別会計 

 この会計は、林業・木材産業経営の改善、労働災害の防止並びに後継者の育成に要する必要な

資金の貸付事業の収支を経理するもので、本年度は歳入歳出総額8億5,248万7千円を計上しました。 

歳入については、貸付金元利収入3億5,290万5千円、県債8,235万1千円等を計上しました。 

一方、歳出については、木材産業等高度化推進資金貸付事業費4億8,023万4千円、林業改善資金

貸付事業費5,088万9千円等を計上しました。 

 

 （８）沿岸漁業改善資金貸付事業特別会計 

 この会計は、沿岸漁業経営の改善および後継者の育成に必要な資金の貸付事業の収支を経理す

るもので、本年度は歳入歳出総額3億6,505万円を計上しました。 

 歳入については、貸付金償還金収入6,218万5千円等を計上しました。 

 一方、歳出については、沿岸漁業改善資金貸付事業費6,918万円等を計上しました。 

 

 

 

 



 - 52 -

 （９）中小企業者等支援資金貸付事業等特別会計 

 この会計は、小規模企業者等設備導入資金助成法等に基づき、中小企業者等の近代化、高度化

を促進するため、事業の共同化、店舗の集団化および設備の近代化等に必要な資金の貸付事業の

収支を経理するもので、本年度は歳入歳出総額6億6,324万7千円を計上しました。 

 歳入については、貸付金元利収入5億377万9千円、一般会計繰入金5,078万1千円等を計上しまし

た。 

一方、歳出については、小規模企業者等設備資金貸付事業貸付事業費3億3,803万円、高度化事

業資金貸付事業費1,637万円等を計上しました。 

 

 （１０）港湾整備事業特別会計 

 この会計は、港湾埋立事業により取得した港湾施設及び施設用地の管理のほか、港湾整備事業

に伴い借り入れた県債の償還金、利子等の経費の収支を経理するもので、本年度は歳入歳出総額 

1億5,455万2千円を計上しました。 

歳入としては、港湾施設使用料5,358万8千円、一般会計繰入金7,586万5千円等を計上しました。 

一方、歳出については、管理費1,761万9千円及び県債の元利償還金1億3,693万3千円を計上しま

した。 

 

 （１１）流域下水道事業特別会計 

この会計は、流域下水道各処理区の管理のほか、流域下水道事業の建設費、県債の元利償還金

等の経費の収支を経理するもので、本年度は歳入歳出総額123億9,154万1千円を計上しました。 

歳入については、流域下水道事業費地元負担金62億1,060万3千円、国庫補助金23億2,160万円、

県債19億6,060万円、一般会計繰入金18億6,571万7千円等を計上しました。 

一方、歳出については、流域下水道建設費45億657万1千円、流域下水道管理費44億8,453万1千

円、県債の元利償還金34億43万9千円を計上しました。 

 

 （１２）公共用地先行取得事業特別会計 

この会計は、公共事業を行うため必要とする用地をあらかじめ取得する事業の収支を経理する

もので、本年度は歳入歳出総額7億118万9千円を計上しました。 

歳入については、土地開発基金繰入金7億円、利子収入118万9千円を計上しました。 

一方、歳出については、一般会計繰出金7億円及び土地開発基金積立金118万9千円を計上しまし

た。 

 


